
利
根
の
歴
史
は
財
産

保
健
組
織
活
動
交
流
集
会

被
災
地
支
援

　

３
月
13
日
（
日
）、
第
34
回
保

健
組
織
活
動
交
流
集
会
が
み
な
か

み
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

２
０
４
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
水
上
小
学
校

「
金
管
バ
ン
ド
」
の
演
奏
は
、
動

き
と
活
気
あ
る
演
奏
で
大
き
な
拍

手
が
何
度
も
起
こ
り
ま
し
た
。

　

５
月
開
設
の
「
生
協
み
な
か
み

歯
科
」
の
報
告
で
は
、「
安
心
・

安
全
・
満
足
で
き
る
治
療
を
提
供

し
て
い
き
た
い
」
と
坂
田
所
長
か

ら
意
気
込
み
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
報
告
で
は
、
健
康
サ
ー

ク
ル
の
脳
ト
レ
体
操
で
参
加
者
全

体
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、
利
根
北

支
部
の
加
藤
総
代
の
「
班
会
を
通

じ
た
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
と
年

間
計
画
が
大
切
」
と
の
話
に
「
私

の
地
域
で
も
班
会
を
し
て
み
た

い
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
楽
し
い
寸
劇
を
演
じ
た
中

央
保
健
連
絡
会
か
ら
は
「
組
合
員

の
力
を
寄
せ
合
っ
て
困
難
を
乗
り

切
ろ
う
」
と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
の
医
療
福
祉
生
協
連

の
吉
田
満
さ
ん
の
「
利
根
保
健
生

協
の
歴
史
は
財
産
。
こ
れ
ま
で
地

域
医
療
を
つ
く
り
守
っ
て
き
た
活

動
に
確
信
を
持
ち
、
今
後
も
職
員

と
組
合
員
が
協
力
し
て
維
持
・
発

展
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
の
講
和
に
会

場
の
皆
が
共
感
し
、
元
気
と
勇
気

を
得
た
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
緊
急
救
援
募

金
の
訴
え
に
は
７
万
８
１
６
４
円

の
カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
生
協
か
ら
７
隊
22
人
（
歯
科

職
員
含
む
）
が
、
緊
急
車
両
に
医

療
資
器
材
や
物
資
・
食
糧
を
詰
め

込
ん
で
、
宮
城
県
を
中
心
に
継
続

的
に
支
援
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
12
日
早
朝
に
仙
台
入
り
し

た
関
原
医
師
は
「
津
波
の
被
災
地

で
は
、
構
造
物
が
破
壊
さ
れ
瓦
礫

と
土
砂
に
埋
ま
り
、
車
が
放
り
投

げ
た
積
み
木
の
様
に
折
り
重
な
り
、

住
民
の
生
命
や
生
活
基
盤
す
べ
て

が
根
こ
そ
ぎ
失
わ
れ
て
い
る
光
景

に
直
目
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
少
な
か
っ
た
地
域
で
も

ま
わ
り
な
ど
様
々
で
す
。

　

今
回
の
震
災
で
利
根
沼
田
地
域

に
も
、
約
千
五
百
人
の
か
た
が
避

難
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

利
根
保
健
生
協
と
し
て
も
改
め

て
皆
様
に
救
援
募
金
を
訴
え
、
命

や
く
ら
し
を
支
え
あ
う
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
店
の
前
か
ら
長
蛇
の
列
。

給
油
ま
で
何
日
か
か
る
か
わ

か
ら
な
い
何
㌔
も
続
く
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
渋
滞
も
複
数

あ
り
、
あ
ち
こ
ち
が
心
痛
め

る
光
景
ば
か
り
で
し
た
。

　

支
援
入
り
し
た
職
員
の
活

動
と
し
て
は
、
時
期
や
活
動

地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
死
亡
確
認
や
救
命
処
置
、

来
院
患
者
の
治
療
、
避
難
所

　

２
０
１
１
年
４
月
か
ら
の
常
勤

医
師
は
、
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
数
の

37
名
体
制
（
研
修
医
除
く
）
と
な

り
、
内
科
の
常
勤
医
師
体
制
が
手

厚
く
な
り
ま
し
た
。

　

群
馬
大
学
か
ら
新
た
に
麻
酔
科

の
常
勤
医
師
が
着
任
し
、
当
院
が

加
盟
す
る
民
医
連
（
全
日
本
お
よ

び
群
馬
県
連
）
か
ら
、
内
科
３

名
、
外
科
２
名
の
計
５
名
の
応
援

を
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
日
と
土
曜
日
午

後
の
内
科
系
救
急
外
来
の
受
入
れ

が
改
善
さ
れ
、
受
診
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
循
環
器
内
科
は
、
新
た
に

常
勤
医
師
１
名
と
非
常
勤
医
師
５

名
が
着
任
し
、
循
環
器
外
来
は
火

曜
日
一
日
と
、
木
曜
・
土
曜
日
の

午
前
に
な
り
ま
す
。

　

長
坂
先
生
と
非
常
勤
医
師
の
着

任
に
よ
り
、
５
月
よ
り
毎
日
医
科

の
診
療
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
今

ま
で
休
診
し
て
い
た
火･

木･

土
曜

日
午
前
の
診
療
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

　

未
曾
有
の
大
地
震
と
大
津
波
が
東
北
・
関
東
を
襲
っ
た
３
月
11
日

の
夜
。
厚
生
労
働
省
か
ら
の
要
請
で
利
根
中
央
病
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
災
害
医
療
派
遣
チ
ー
ム
）
も
緊
急
出
動
し
ま
し
た
。
翌
朝
の
到
着
と

同
時
に
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
受
入
れ
体
制
の
確
立
や
院
内

支
援
・
災
害
現
場
救
護
所
な
ど
で
医
療
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
群
馬
民
医
連
と
し
て
も
翌
日
か
ら
坂
総
合
病
院
（
宮
城
県

塩
釜
市
）
に
医
療
支
援
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
チ
ー
ム
交
替
し
な
が
ら

継
続
的
に
医
療
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
題
や
Ｖ
Ｒ
Ｅ
問
題
等
で
組
合
員

の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
心
配
を
お

掛
け
し
た
。
２
０
１
１
年
度
は
当

院
の
医
療
・
経
営
を
維
持
し
つ

つ
、
２
０
１
２
年
度
以
降
の
展
望

を
切
り
拓
く
こ
と
が
中
心
テ
ー
マ

と
な
る
▼
残
念
な
が
ら
医
師
不
足

は
簡
単
に
解
決
で
き
る
課
題
で
は

な
く
、
今
年
度
は
当
院
が
加
盟
す

る
全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会

（
民
医
連
）
か
ら
医
師
支
援
を
頂

き
な
が
ら
、
再
生
に
向
け
て
歩
み

始
め
る
事
と
な
っ
た
。
大
学
、
行

政
、
医
療
福
祉
生
協
連
、
民
医
連

等
あ
ら
ゆ
る
力
を
借
り
て
地
域
医

療
を
守
ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
は

全
国
で
も
初
め
て
の
経
験
と
な
る

▼
１
９
５
４
年
県
下
最
低
だ
っ
た

医
療
事
情
の
改
善
を
目
指
し
て
設

立
さ
れ
た
当
院
に
、
１
９
５
９
年

群
馬
大
学
か
ら
初
め
て
常
勤
と
し

て
山
路
先
生
（
現
名
誉
院
長
）
が

就
任
さ
れ
た
。
そ
の
頃
の
思
い
出

を
小
泉
氏
（
現
顧
問
）
は
「
何
度

か
潰
れ
そ
う
に
な
っ
て
、
や
っ
と

先
行
き
が
明
る
く
な
っ
た
」
と
語

っ
て
い
る
▼
今
、
再
び
地
域
の
医

療
事
情
が
悪
化
す
る
中
、
大
学
の

医
師
と
民
医
連
の
医
師
が
力
を
合

わ
せ
、
地
域
医
療
を
守
り
医
師
を

育
て
よ
う
と
い
う
思
い
が
一
致
し

つ
つ
あ
る
▼
当
地
域
を
守
り
た
い

と
い
う
思
い
で
踏
ん
張
っ
て
い
る

医
師
が
い
る
。
当
院
を
頼
っ
て
下

さ
る
患
者
様
が
お
ら
れ
る
。
そ
し

て
地
域
の
７
割
の
組
合
員
が
い

る
。
加
え
て
こ
の
地
域
で
医
療
が

完
結
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
事

に
心
を
痛
め
て
い
る
地
域
の
先
生

方
も
お
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
力
を

一
つ
に
で
き
れ
ば
地
域
医
療
は
守

れ
る
と
確
信
す
る
。（
高
坂
）

　

初
々
し
い
新
入
職
員

を
迎
え
、
新
体
制
で
新

年
度
を
迎
え
た
。
２
０

１
０
年
度
は
医
師
退
職

一人は万人のために 万人は一人のために

4 月 7 日は「世界保健デー」。毎日の食生活を見直して、生活習慣病予防をすすめましょう。
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昭
和
56
年
４
月
に
群
馬
大
学
よ

り
赴
任
し
て
以
来
30
年
に
な
り
ま

す
。
こ
の
間
、
紆
余
曲
折
が
あ
り

ま
し
た
が
、
県
内
で
も
一
定
の
評
価

を
さ
れ
て
き
た
病
院
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
救
急
医
療
の
と
り
く
み

で
は
輪
番
日
を
中
心
に
体
制
を
整

え
、
救
急
外
来
の
開
設
を
一
部
拡

大
で
き
る
予
定
で
す
。「
頼
り
に

さ
れ
る
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
し
て
、

　

待
望
の
「
生
協
み
な
か
み
歯

科
」
は
５
月
２
日
に
診
療
開
始
し

ま
す
。
診
療
時
間
は
左
の
表
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
予
約
は
、
11

日
よ
り
は
じ
め
ま
す
。
電
話
25
︱

３
３
９
９
（
し
ば
ら
く
の
間
、
利

根
歯
科
に
転
送
）

　

利
根
歯
科
診
療
所
と
は
、
別
事

業
所
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
全
て
の
患
者
さ
ん
の
カ
ル
テ

は
新
し
く
作
成
し
初
診
扱
い
と
な

り
ま
す
。

　

現
在
、
利
根
歯
科
診
療
所
で
治

療
中
の
方
で
「
み
な
か
み
」
を
受

診
希
望
の
方
は
、
治
療
状
況
に
も

よ
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
職
員
に

ご
相
談
下
さ
い
。

｢

完
成
記
念
見
学
会
」
を
行
い
ま

す
。
見
学
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
お

も
ち
の
無
料
配
布
な
ど
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

見
学
者
、
来
場
者
は
同
会
場
で

予
約
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

４
月
16
日
（
土
）
10
時

　
　
　
　

成
人
向
け
教
室

　

４
月
23
日
（
土
）
10
時

　
　
　
　

子
ど
も
向
け
教
室

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

〈
生
協
み
な
か
み
歯
科
〉　

　
　
　

電
話
25
︱
３
３
９
９

も
し
く
は
〈
組
織
部
〉　

　
　
　

電
話
22
︱
２
３
０
０
ま
で

　

４
月
11
日
よ
り
利
用
開
始
出
来

ま
す
。
生
協
活
動
及
び
そ
れ
に
つ

な
が
る
と
り
く
み
に
大
い
に
活
用

し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
９
日
（
土
） 

10
時
〜
12
時

原
点
に
立
ち
返
っ
た
運
営
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、

病
院
の
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
援

助
、
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
副
院
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
大
塚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
今
諸
事
情
に
よ
り
、
組
合
員
の

皆
様
の
御
期
待
に
沿
え
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
み
な
様
が
お
望

み
に
な
ら
れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
ま
す
よ
う
に
微
力
な
が

ら
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　

診
療
所
で
の
診
療
は
三
年
ぶ
り

で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
考
え
方
を
学
び
、
高
齢
者
に

や
さ
し
い
診
療
所
導
入
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
学
習
と
実
践
に
と
り
く
む
こ

と
を
重
視
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 　

３
月
６
日
、
利
根
保
険
生
協
主

催
の
第
26
回
囲
碁
大
会
が
「
老
健

と
ね
」
で
行
わ
れ
54
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

  

棋
力
別
で
四
ク
ラ
ス
。
初
心
者

や
高
齢
者
も
気
軽
に
参
加
で
き
、

80
歳
以
上
が
十
数
人
、
最
高
齢
者

は
96
歳
の
高
橋
村
吉
郎
さ
ん
で

す
。
ま
た
、
注
目
の
的
は
、
こ
の

地
域
の
七
段
格
で
囲
碁
部
の
あ
る

高
校
に
進
学
す
る
北
爪
裕
幸
君
。

優
勝
決
定
ま
で
か
か
わ
り
三
勝
二

敗
。
参
加
者
の
一
人
は
「
あ
の
子

と
は
、
三
年
前
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ

た
が
、
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
上
級
ク

ラ
ス
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
、
片
品
支
部(

桑
原

藤
太
郎
支
部
長
）
で
、
30
人
が
参

加
し
来
年
春
「
改
正
」
が
予
定
さ

れ
て
い
る
「
介
護
保
険
制
度
」
と

レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
を
行
い
ま
し

た
。

　

話
の
前
に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
な
ど
手

遊
び
を
入
れ
た
、
老
健
と
ね
の
五

十
嵐
一
夫
支
援
相
談
員
か
ら
「
権

利
と
し
て
作
ら
れ
た
社
会
保
障
が

崩
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
来
春

に
は
要
支
援
者
が
介
護
保
険
か

ら
外
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」

事
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
で
は
座
っ

た
ま
ま
で
き
る
「
脳
刺
激
体

操
」
を
中
心
に
行
い
「
体
が
熱

く
な
っ
て
き
た
」「
あ
ー
疲
れ

た
」「
こ
れ
は
比
較
的
楽
だ
」

な
ど
笑
い
声
が
出
る
和
や
か
な

楽
し
い
一
時
。「
ま
わ
り
の
組

合
員
に
も
呼
び
か
け
班
会
に
も

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
が
さ
れ
ま
し
た
。

30
人
の
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
、
自
分
達
で
育
て
た

野
菜
を
地
元
の
ス
ー
パ
ー
に
売
る

な
ど
し
た
お
金
の
寄
付
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

施
設
長
か
ら
感
謝
状
を
送
ら

れ
、
利
用
者
様
か
ら
の
感
謝
の
言

葉
が
あ
り
、
嬉
し
く
て
涙
を
流
さ

れ
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

生
徒
達
に
よ
る
笛
や
歌
の
披
露
、

な
つ
か
し
い
童
謡
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど

の
合
唱
も
あ
り
、
利
用
者
も
楽
し

く
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

用
の
備
品
購
入
に
、
活
用
を
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

3
月
11
日
（
金
）
老
健
と
ね
デ

イ
ケ
ア
に
沼
田
北
小
学
校
五
年
生

　

成
績
は
左
記
の
通
り
。

Ｓ
Ａ
ク
ラ
ス
（
五
段
格
以
上
12
人
）

　

優
勝　

真
下　
　

博
（
昭
和
南
）

　

二
位　

川
上　

精
治
（
薄
根
）

　

三
位　

小
野　

武
司
（
白
沢
）

Ａ
ク
ラ
ス
（
三
・
四
段
格　

13
人
）

　

優
勝　

原
澤　

良
男
（
利
南
）

　

二
位　

梅
沢　

銀
一
（
沼
田
東
）

　

三
位　

石
倉　

恒
治
（
沼
田
北
）

Ｂ
ク
ラ
ス
（
初
、
二
段　

17
人
）

　

優
勝　

杉
木　

哲
二
（
昭
和
東
） 　

二
位　

町
田　

清
二
（
昭
和
南
）

　

三
位　

林　
　

利
雄
（
新
治
）

Ｃ
ク
ラ
ス
（
級
位
者　

12
人
）

　

優
勝　

堤　
　

勝
利
（
沼
田
東
）

　

二
位　

高
橋　

金
作
（
月
夜
野
西
）

　

三
位　

高
橋
村
吉
郎
（
月
夜
野
西
）

づ
く
り
に
は
い
ま
こ
そ
大
切
な
と

き
だ
」
と
、
参
加
者
全
員
で
意
思

統
一
。
総
会
は
、
利
根
沼
田
の
高

齢
化
の
課
題
な
ど
を
中
心
に
ミ
ニ

学
習
、
各
分
野
か
ら
の
報
告
も
受

け
ま
し
た
。
今
後
は
、
国
保
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
暮
ら
し
に
密
着
し

た
課
題
で
、
学
び
を
重
視
し
た
と

り
く
み
を
し
て
行
く
こ
と
。
ま

た
、
会
長
に
都
築
靖
（
生
協
理
事

長
）
ら
新
役
員
体
制
と
、
予
算
を

確
認
し
活
動
方
針
と
し
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
（
土
）
利
根
沼
田
社

会
保
障
推
進
協
議
会
の
再
建
総
会

が
開
か
れ
、
六
団
体
の
代
表
ら
24

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
健
康
な
く
ら
し
を
守
り
地
域

利 根 の 保 健

野菜・海藻類・大豆製品などをとり、塩分・脂肪分を控えると血管の若さが保たれます。
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よ
う

　

 

こ
そ

2
月
の

新
加
入
者

2
月
分

新
し
い
仲
間

増
資
者
一
覧

▼
2
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
一
八
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
2
月
の
増
資
は
五
三
九
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、
紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　

一
八
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。　
　
（
敬
称
略
）

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

〈
沼
田
西
支
部
〉

平
井　

直
子

〈
沼
田
北
支
部
〉

塩
野　

数
枝

〈
利
南
支
部
〉

脇
屋　
　

尚

〈
薄
根
支
部
〉

山
本　

洋
一

〈
川
田
支
部
〉

田
村　
　

勝

〈
片
品
支
部
〉

星
野　

キ
ヨ

〈
川
場
支
部
〉

星
野　

房
義

〈
水
上
支
部
〉

木
村
久
美
子

阿
部
美
智
子

〈
昭
和
南
支
部
〉

林　
　

勇
一

〈
高
山
支
部
〉

後
藤　

節
也

bbbbbb

bbbbbb

bbbbbb

　
（
680
口
以
上
）

生
方　

輝
房

　
（
90
口
以
上
）

〈
沼
田
東
支
部
〉

　
（
1590
口
以
上
）

大
島　

昭
治

斎
藤　

健
三

　
（
10
口
以
上
）

太
田　
　

眞

〈
沼
田
北
支
部
〉

　
（
70
口
以
上
）

塩
野　

数
枝

〈
白
沢
支
部
〉

　
（
170
口
以
上
）

鶴
渕　

秀
行

　
（
70
口
以
上
）

南
雲　
　

久

〈
利
根
北
支
部
〉

　
（
50
口
以
上
）

中
澤　
　

桂

　
（
40
口
以
上
）

中
澤　

和
義

〈
片
品
支
部
〉

　
（
350
口
以
上
）

金
子　

英
樹

〈
川
場
支
部
〉

　
（
110
口
以
上
）

福
崎　

卯
平

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

　
（
300
口
以
上
）

金
子　

正
平

　
（
70
口
以
上
）

斉
藤　

栄
二

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

　
（
30
口
以
上
）

小
野　

善
平

〈
水
上
支
部
〉

　
（
400
口
以
上
）

月
岡　
　

章

　
（
80
口
以
上
）

木
村
久
美
子

〈
新
治
支
部
〉

　
（
390
口
以
上
）

安
達　
　

澄

〈
昭
和
南
支
部
〉

　
（
670
口
以
上
）

諸
田　

邦
男

bbb

bbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

「
生
協
み
な
か
み
歯
科
」

     
５
月
２
日
診
療
開
始

診療時間のご案内

午　前
午　後
夜　間

月
○
○

火

○
○

水

○
○

木
○
○

金
○
○

土
○

診
療
時
間

午前 8時30分～12時30分　午後 1時30分～5時
火・木曜日 12時30分～4時30分
夜間 5時30分～9時

第26回囲碁大会
最
高
齢
者
も
入
賞 

54
人
が
参
加 

最
高
齢
者
も
入
賞 

54
人
が
参
加 

地
域
づ
く
り
に

　つ
な
げ
よ
う

地
域
づ
く
り
に

　つ
な
げ
よ
う

社
保
協
再
建
総
会

社
保
協
再
建
総
会

介
護
保
険
学
習
と

レ
イ
ン
ボ
ー
体
操

片品支部

沼
田
北
小

　五
年
生
の
慰
問

沼
田
北
小

　五
年
生
の
慰
問

老
健
と
ね

老
健
と
ね

第３回支部対抗グラウンドゴルフ大会
と　き…5月10日（火）　開会　9時～　 
ところ…みなかみ町総合運動場（ホッケー場）
参加費…500円

主　催：利根保健生活協同組合

参加申し込みお問い合せは４月20日までに、各支部
の実行委員もしくは生協組織部　22-2300まで

完
成
記
念
見
学
会
開
催

「
つ
き
よ
の
虹
ホ
ー
ル
」利
用
は

歯
科
教
室
開
催長坂一三

所　長

大塚隆幸
副院長

糸賀俊一
院　長

利
根
中
央
病
院
　
糸
賀
俊
一 

院
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
大
塚
隆
幸 

副
院
長

                                       

片
品
診
療
所
　
　
長
坂
一
三 

所
　
長

院
所
長
の
交
代



一人は万人のために 万人は一人のために

葉もの野菜や小魚、乳製品、椎茸、切り干し大根、ゴマなどは骨を丈夫にします。

（３） 第499号2011年４月１日（毎月1回1日発行）

班会あれこれ
おらがまちの２月班会開催一覧

新治　須川合同班 ( 大腸がんチェック・年間計画 )
　女性ばかり10人集まりました。大腸がんチェックでは全
員異常なし。血圧が高い人からは「血圧計を買いたい」の
声がありました。健康への関心が深まりました。

高山　熊野合同班(尿検査・医師体制・新病院建設)
　尿検査の蛋白・糖では異常なし。塩分は半数のひとが
やや高めだった。「みなかみ歯科」ができると、交通面から
も「利根歯科より近くていいね」期待が集まりました。

高山　前原班 ( おひまち・簡単な腰痛体操 )
　毎月末に開かれる、女性だけの集まり「おひまち」班会。
おしゃべりと美味しいものでゆっくり団らん。簡単な腰痛
やボケ防止体操を紹介。毎日の積み重ねが大事です。

片品　菅沼班 ( 大腸がんチェック )
　参加者全員「異常なし」でほっとする。よく聞く「胃カメラ」
「大腸ファイバー」はどんなことをするのか質問あり。経験
者から「痛かった」「全然平気だった」の声がでました。

利根北　園原合同班(VREについて・体組成)　
　久しぶりに開かれた班会で「体組成チェック」。「考えて
見れば栄養を摂りすぎている」「体重が増えて問題」など
「肥満」について交流をしました。

沼田東　支部合同学習会 ( 院所見学・介護保険学習 )
　2グループに分かれての見学。「ゆったりだねぇ」「きれい
で広いね」の声がでる。岡嶋ケアマネの話は、利用料金や
申請の仕方、施設の紹介など興味をひくものばかりでした。

＊アスパラに含まれるアスパラギン酸が疲労を回復させ、えびに
含まれる赤色素アスタキサンチンが抗酸化作用を発揮して老化を
予防してくれると言われています。パンを衣の代わりに使うので
ボリューム満点の一品です。

□ 材料（2 人分）調理時間 25 分　カロリー約３６１cal

□ 作り方

サンドイッチ用パン…8枚　大葉（青じそ又はのり）…4枚　無頭えび…4本
グリーンアスパラ（さっと茹でて2等分にカットする）…2本
唐揚げのたれ（市販）…小さじ2　唐揚げ粉（市販）…大さじ4
揚げ油…適量　ミニトマト・サラダ菜…適量

①サンドイッチ用のパンを麺棒などで薄くなるようにのばす。
②①の上に大葉と無頭えびをのせてしっかりと巻く　
（4個作る）。同様にアスパラも巻く（4個作る）
③②を爪楊枝でとめ、唐揚げ用のたれにさっとくぐらせ、唐揚
げ粉をまぶす。

④揚げ油を熱し、160〜170℃の温度で③を揚げ、食べやすい
大きさに切り、器に盛り付ける。

⑤ミニトマト、サラダ菜で飾り完成です。

（栄養課　阿部　健児）

春
う
ら
ら
野
辺
に
聞
こ
ゆ
る
童
歌

医

師

に

な

る

甥

の

肩

に

桜

か

な

白

蝶

は

妣

の

魂

か

も

我

に

付

く

風

は

ず

み

足

音

は

ず

み

春

動

く

力

溜

む

辛

夷

の

蕾

膨

ら

み

ぬ

千

年

の

大

震

に

哭

く

土

筆

か

な

な

に

も

か

も

呑

む

大

津

波

三

月

記

被

災

地

や

声

に

も

な

ら

ず

春

寒

し

春

風

や

笑

顔

で

か

わ

す

里

の

朝

淋
し
さ
を
打
ち
消
す
囀
り
今
の
友

雑

踏

に

颯

と

消

え

入

る

春

一

番

み
な
か
み
町
下
牧
　
　
高
　
橋
　
勝
　
己

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿

沼
田
市
戸
鹿
野
　
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
生
　
方
　
辺
　
秋

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
木
　
暮
　
一
　
夫

高
山
村
中
山
　
　
　
　
木
　
村
　
朝
次
郎

み
な
か
み
町
入
須
川
　
上
　
村
　
泰
　
流

沼
田
市
硯
田
町
　
　
　
阿
　
部
　
ま
　
つ

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
木
　
村
　
竹
　
芳

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
山
　
田
　
千
恵
子

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
山
　
口
　
雄
　
二

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
笛
　
木
　
力
三
郎

　み
な
か
み
町
粟
沢
　
　
真
　
庭
　
義
　
夫

　
　
　
　
　

沼
田
市
坊
新
田
町
　
　
小
　
林
　
初
　
江

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
村
入
原
　
　
　
　
板
　
橋
　
き
み
江

　
　
　

沼
田
市
堀
廻
町
　
　
　
今
　
井
　
栄
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田
市
白
沢
町
尾
合
　
飯
　
田
　
清
　
子

　
　
　
　
　
　

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
森
　
田
　
妙
　
子

　
　
　
　
　

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
塩
　
澤
　
忠
　
子

　

満
開
の
河
津
桜
を
眺
め
つ
つ
遅
き
あ
ゆ
み
の
妻
の
あ
と

ゆ
く

東
の
山
の
端
に
昇
る
オ
リ
オ
ン
の
お
ぼ
ろ
見
ゆ
る
春

の
来
た
り
ぬ

ス
ー
パ
ー
に
出
逢
う
友
ら
の
二
言
目
足
腰
は
萎
え
耳
の

遠
し
と

名
も
知
ら
ぬ
一
セ
ン
チ
ほ
ど
に
青
む
草
雪
解
の
湿
り
好

み
根
を
張
る

黄
砂
降
り
赤
城
子
持
も
見
え
ぬ
日
は
風
吹
き
あ
れ
て

農
を
休
め
り

町
は
づ
れ
の
未
だ
咲
く
花
三
分
ほ
ど
広
き
梅
林
手
入
れ

す
る
人

晴
れ
し
空
雪
の
谷
川
陽
が
さ
し
て
目
に
つ
き
さ
さ
る
如

く
輝
き

水
仙
の
う
つ
向
き
咲
け
り
優
し
く
て
故
郷
偲
ぶ
三
月
の

風
　

利
根
保
健
生
協
　
組
織
部
　「
な
か
ま
の
作
品
」
係

あなたの力をお貸し下さい

時　間：8:30～11:30くらい
頻　度：週1～月1回程度
内　容：車いす利用の補助など　　　
資　格：人を思いやる暖かい心ある方

～玄関ボランティアさん募集！～

 お問い合せ  ℡２２-２３００（生協組織部）

　利根中央病院の玄関では、エプロン姿のボラン
ティアさんが毎朝２人組で、元気よく活動しています。
　あなたも「ちょっとやってみようかな」という気持
ちから、第一歩を踏み出してみませんか？（研修制度
あります）

えびとアスパラのパンロールから揚げ

支部名 班　名 班  長  名 人数 班 会 内 容
沼田東 材木町11 小林　永久子 8 尿チェック

材木町1 小 野  の ぶ 5 バンコマイシン報道について
上原合同 星野 フジ子 4 ボケの話･血管年齢チェック
上原合同 武 井  嗣 男 4 ボケの話･血管年齢チェック
上原合同 村 田 　 定 蔵 4 ボケの話･血管年齢チェック
西原新町11-1 得 能 　 淑 子 5 新年会（ＶＲＥ報道について）

沼田西 榛名町8-2 金 子 　 く ら 4 脳卒中の話
榛名町3 金 子  恭 子 4 脳卒中の話
薄根町6-1 佐 藤 　 郁 子 7 自主（お茶のみ、今後について）

沼田南 坊新田町2-1 飯 田  武 一 3 大腸がんチェック･レインボー体操
坊新田町5-1 木 本  正 江 3 大腸がんチェック･レインボー体操
坊新田町11-2 井 上  益 子 3 大腸がんチェック･レインボー体操
坊新田町12-2 勅使河原 幸江 3 大腸がんチェック･レインボー体操
鍛冶町６ 竹 村 　 健 一 3 薬の話、飲み合わせ
鍛冶町10 馬場　半次郎 4 薬の話、飲み合わせ

利　南 戸鹿野町１、２ 星 野 　 早 苗 7 介護予防の話･体操
上久屋馬場 織田澤　澄世 5 医療生協について
下久屋原 星野 サヨ子 3 骨粗鬆症について

池　田 上発知町坂上 角 田 　 末 吉 3 義歯について
上発知町坂下 山 田 　 盛 雄 3 義歯について

薄　根 井土上町下 野 村 　 幸 恵 8 VREの話･レインボー体操
川　田 下川田町田中１ 茂 木 　 チ ヨ 6 介護保険制度について（寸劇風）

下川田町田中２ 生方　志づ子 6 介護保険制度について（寸劇風）
下川田町宮塚１ 深 津 　 文 子 4 大腸がんについて
下川田町宮塚３ 深 津 　 京 子 4 大腸がんについて

白　沢 尾合上 角 田 　 梅 子 7 大腸がんチェック
利根北 高戸谷 加 藤 　 真 喜 12 認知症とは･ころばん体操

追貝合同 小 林 　 喜 市 19 筋トレ･輪投げ
追貝合同 小 林 　 喜 市 15 筋トレ･輪投げ･スマイルボウリング
穴原1･2 中 澤  貞 祇 14 糖尿病の話･血管年齢チェック

川　場 中野合同 宮田 貴美子 7 脳卒中の話
月夜野東 後閑上入 佐 藤 　 興 4 骨粗しょう症の話・尿チェック

後閑下入 渋 谷  典 子 4 骨粗しょう症の話・尿チェック
真庭政所 大谷 スミ子 9 骨粗しょう症の話
下牧原の中 山田　八重子 7 体組成・尿検査

月夜野西 町組合同2-2班 丸 山 　 功 3 新年会
町組合同12-2班 長 浜 　 水 郎 3 新年会

新　治 布施河原上 高 橋  佳 子 4 輪投げ・つきよの虹ホールの話
布施河原下 山崎 みよし 3 輪投げ・つきよの虹ホールの話
布施宿上中5 本 多  春 代 3 輪投げ・つきよの虹ホールの話
布施沢久保 原 沢  益 雄 3 輪投げ･歌･尿検査
布施河原上 高 橋  佳 子 4 輪投げ･歌･尿検査
布施河原下 山崎 みよし 3 輪投げ･歌･尿検査
須川上 佐々木 里子 4 大腸がんチェック･年間計画
須川中 西 山  良 子 4 大腸がんチェック･年間計画
須川下 村山 ツヤ子 3 大腸がんチェック･年間計画
須川笠原 阿 部  富 子 4 医療生協とは
須川十二河原 田 村 　 照 代 3 年間計画作成

昭和東 貝野瀬田岸 杉 木  哲 二 5 VREの話･体組成チェック
昭和南 川額入原1 板橋 きみ江 5 筋トレ体操･唄

入原上４ 堀 沢 　 雅 子 5 筋トレ体操･唄
入原下１ 堤 　 フ ジ 5 筋トレ体操･唄
入原下2 堤  栄 子 5 筋トレ体操･唄

高　山 判形前原 木村　千代子 5 おひまち(簡単な腰痛体操）
職域・他 新婦人 中 島 　 三 枝 8 レインボー体操

新婦人 中 島 　 三 枝 14 レインボー体操
新婦人 中 島 　 三 枝 15 ストレッチ体操
新婦人 中 島 　 三 枝 13 レインボー体操

病棟・他 ふれあいの輪 白井 サユリ 10 レインボー体操
１階北 西畠　みどり 12 ビデオ学習（糖尿病が家にやって来た）

総計 60回 357人



65歳以上
人口比
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今
後
の
介
護
保
険

①
介
護
保
険
財
政
に
つ
い
て

　

ひ
と
つ
は
“
ペ
イ
ア
ズ
ユ
ー
ゴ

ー
（「
国
の
新
た
な
財
源
は
増
や

さ
ず
制
度
の
中
で
解
決
す
る
」
※

元
々
は
「
自
腹
を
切
る
」）”
前
提

の
議
論
と
し
「『
持
続
可
能
な
介

護
保
険
制
度
』
と
し
て
の
財
政
の

あ
り
方
」
で
す
。
具
体
的
に
介
護

保
険
を
継
続
す
る
た
め
に
「
保
険

料
増
額
や
利
用
の
制
限
」、「
利
用

者
負
担
増
」
等
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
老
健
と
ね
の
試
算
で
は
、
現

在
「
要
支
援
」
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
方
が
、
全
額
自

己
負
担
へ
と
変
更
に
な
る
と
、
週

１
回
（
月
４
回
）
の
通
所
リ
ハ
ビ

リ
の
費
用
だ
け
で
も
、
月
に
３
万

円
か
ら
５
万
円
を
越
え
る
負
担
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

②
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

も
う
ひ
と
つ
は
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
と
言
う
仕
組
み
の

検
討
で
す
。
そ
の
内
容
は
、「
お

お
む
ね
30
分
以
内
（
日
常
生
活
圏

域
）
で
生
活
上
の
安
心
・
安
全
・

健
康
を
確
保
す
る
た
め
の
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
24
時
間
３
６
５
日
利

用
で
き
る
仕
組
み
」
と
い
う
も
の

で
す
。「
最
後
ま
で
家
で
」
と
い

う
高
齢
者
の
願
い
が
反
映
さ
れ
る

な
ど
超
高
齢
社
会
に
向
け
た
課
題

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
は
、
国
か
ら

の
財
源
を
押
さ
え
た
上
で
「
あ
く

ま
で
も
生
活
は
自
己
責
任
“
自

助
”」
で
あ
り
「
近
所
の
助
け
合

い
“
互
助
”」
で
高
齢
者
の
生
活

全
般
を
支
え
る
仕
組
み
が
中
心
で

す
。
高
齢
者
の
生
活
が
「
最
後
ま

で
自
己
責
任
」
と
い
う
事
に
疑
問

を
感
じ
ま
す
。
ま
た
現
在
の
利
根

沼
田
地
域
の
実
態
か
ら
考
え
て
、

「
お
お
む
ね
30
分
以
内
で
医
療
や

介
護
・
福
祉
が
完
結
で
き
る
地
域

包
括
」
は
本
当
に
可
能
で
し
ょ
う

か
？

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
で
以

下
の
２
点
が
「
改
正
」
の
主
な
焦

点
で
す
。

　

日
本
は
15
年
後
に
団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
に
な
り
、
65
歳
以
上

の
人
口
は
３
６
０
０
万
人
（
人
口

の
30
％
）
を
越
え
る
超
高
齢
社
会

を
迎
え
ま
す
。

　

群
馬
県
の
高
齢
化
は
約
21
％
で

す
。
そ
の
中
で
も
利
根
沼
田
の
高

齢
化
率
は
23
％
と
県
内
で
も
高
い

地
域
（
表
１
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
沼
田
市
の
“
旧
市
街

地
”
の
高
齢
化
率
は
30
〜
40
％
で

す
（
表
２
）。
ま
た
高
齢
者
の
生

活
で
は
、
商
店
街
の
衰
退
等
に
よ

り
「
買
い
物
が
大
変
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
利
根

沼
田
地
域
の
住
民
所
得
も
県
平
均

を
下
回
り
、
決
し
て
楽
な
生
活
で

は
な
い
事
も
伺
え
ま
す
。
し
か
し

多
く
の
高
齢
者
は
“
最
後
ま
で
住

み
な
れ
た
家
や
地
域
で
”
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

県
内
で
も
高
齢
地
域
の
先
頭
に

あ
る
利
根
沼
田
に
お
い
て
、
高
齢

者
の
く
ら
し
や
生
活
を
支
え
る
課

題
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
課
題
で
は
組
合
員
の
活

動
が
大
切
に
な
る
と
も
考
え
ま

す
。
助
け
合
い
活
動
を
地
域
に
拡

げ
る
事
は
、
地
域
の
超
高
齢
社
会

を
支
え
る
大
き
な
保
障
に
な
り
ま

す
。
医
療
・
福
祉
生
協
連
が
提
起

す
る
「
い
の
ち
の
大
運
動
」
や

「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
に
も
応
え
、
今
後
の
高
齢
化

社
会
の
あ
り
方
を
展
望
す
る
可
能

性
を
持
ち
ま
す
。
ま
た
「
地
域
包

括
シ
ス
テ
ム
」
の
言
う
「
日
常
生

活
圏
域
」
は
利
根
保
健
生
協
の
支

部
と
重
な
り
合
っ
て
い
ま
す
。
支

部
や
班
の
出
番
で
す
。

　

こ
う
し
た
事
か
ら
課
題
を
展
望

に
変
え
る
組
合
員
と
の
共
同
の
取

り
組
み
と
し
て
以
下
の
提
案
を
し

ま
す
。

【
支
部
を
単
位
に
学
習
会
と

「
ま
ち（
地
域
）づ
く
り
」
の

　
　
協
議
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
】

①
介
護
保
険
や
介
護
保
険
制
度

　「
改
正
」
の
学
習
会

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
を
開
催
し
、
認
知
症
に
や
さ
し

　
い
ま
ち（
地
域
）づ
く
り
を

③
私
た
ち
の
ま
ち（
地
域
）に
必
要

　
な
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス（
施

　
設
）そ
し
て
具
体
的
に
何
が
必

　
要
か（
住
ま
い
・
食
事
・
よ
り

　
ど
こ
ろ
な
ど
）
意
見
集
約

④
こ
れ
ら
を
基
に
「
ま
ち（
地
域
）

　
づ
く
り
」
の
声
を
具
体
的
に
支

　
部
単
位
で
の
政
策
へ

　

人
間
ら
し
く
生
活
で
き
る
地
域

づ
く
り
で
は
、
組
合
員
さ
ん
自
身

が
そ
の
当
事
者
で
す
。

　

人
間
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
地
域

や
社
会
づ
く
り
で
一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

　

地
域
の
班
長
を
つ
と
め
る
山
口

さ
ん
は
、
利
根
中
央
病
院
の
玄
関

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
８
ヶ

月
に
な
り
ま
す
。「
会
話
で
意
思

疎
通
を
は
か
り
な
が
ら
、
車
イ
ス

の
補
助
な
ど
、
お
手
伝
い
を
し
た

後
の
感
謝
の
言
葉
が
励
み
に
な

る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

村
の
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
で

も
あ
る
山
口
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

老
老
介
護
の
時
代
に
な
る
か
ら
」

と
58
歳
で
介
護
福
祉
士
の
資
格
を

取
得
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て

地
域
に
と
け
こ
み
、
役
に
立
て
れ

ば
と
、
多
く
の
介
護
施
設
で
の
清

掃
・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
番
の
や
り

が
い
は
「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」
に

あ
る
と
感
じ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯

金
を
普
及
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

利 根 の 保 健

朝・昼食はしっかり、夕食は取り過ぎない。毎日歩数と体重の記録が糖尿病予防に役立つ。

（４）第499号2011年４月１日（毎月1回1日発行）

高
山
村
中
山
本
宿　

山
口 

久
男 

さ
ん

お
わ
り
に

地
域
で
支
え
合
い

２
０
１
２
年
か
ら
の

介
護
保
険
「
改
正
」

超
高
齢
社
会
の

利
根
沼
田
地
域

〈表２〉沼田市における町別高齢化率
　　　　 　　　　　　     （2010年10月）

№

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

　町 名

佐山町・開
根利
南郷
岩本・上野
穴原
岩室
中町
園原
佐山町・北
秋塚町
石墨町・西
上之町
西倉内町
東倉内町
岩本町
高戸谷
馬喰町
坊新田町
下之町
追貝
佐山町・南
屋形原町
発知新田町
大原
清水町
桜町
鍛冶町
榛名町
恩田町
原町

住民数

12
207
269
78
89
83

128
232
104
63

132
127
687
924
308
179
330

1,219
231
730
146 
411 
284 
562 
710 
860 

1,070 
736 
644 
166 

65歳以上
人口
　7
113
138
　39
　41
　36
　55
　95
　42
　25
　52
　50
263
328
109
　63
116
423
　80
245
49 
136 
92 
181 
225 
272 
337 
231 
202 
52 

今
後
の
介
護
保
険

〜
支
部（
班
）で
支
え
あ
お
う
〜

掲載希望の方は ①お子様氏名 ②年齢 ③住所 ④コメント
（13文字以内）⑤連絡先 をご記入の上ご投稿下さい。

編集事務局  E-mail:sukusuku-tone@tonehoken.or.jp

前
橋
市
天
川
大
島
町

牛
込
花か
ほ帆

ち
ゃ
ん
（
３
ヶ
月
）

ニ
コ
ニ
コ
元
気
に
成
長
中
☆

沼
田
市
久
屋
原
町

今
井　

快か
い

く
ん
（
１
歳
６
ヶ
月
）

わ
ん
ぱ
く
大
将
�

沼
田
市
薄
根
町

広
瀬
純じ
ゅ
ん
だ
い
大
く
ん
（
３
歳
）

我
が
家
の
王
子
様
で
す
♪

渋
川
市
石
原

江
口　

翔し
ょ
うく

ん
（
５
ヶ
月
）

将
来
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
な
る
ぞ
☆

富
岡
市
七
日
市

星
野
由ゆ
う宇

ち
ゃ
ん
（
８
ヶ
月
）

只
今
カ
ミ
カ
ミ
ブ
ー
ム
☆

沼田市薄根町

笛木日
ひな

菜ちゃん（２歳10ヶ月）
ママが大∞好き★

沼田市桜町

中澤久
く み な

美奈ちゃん（３歳）
アンパンマン大好き♥

沼田市東倉内町

片桐香
かな

菜ちゃん（４歳）
プリンセス香菜☆

高崎市棟高町

須藤泰
たいと

斗くん（４歳）

　　凛
りり

里ちゃん（２歳６ヶ月）
いっぱい食べます！

「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」を
大
切
に

　
「
家
族
中
心
だ
っ
た
高
齢
者
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
」
と

い
う
目
的
で
介
護
保
険
は
２
０
０
０
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
昨
年
、
老
健
と
ね
が
取
り
組
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
特

養
へ
の
申
し
込
み
を
し
た
が
、
１
０
０
人
以
上
待
機
と
言
わ
れ

た
」、「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
年
金
が
飛
ん
で
し
ま
う
」、「
介

護
保
険
の
利
用
で
本
人
も
家
族
も
落
ち
着
い
た
」
等
と
介
護
保

険
の
問
題
点
と
必
要
性
が
寄
せ
ら
れ
切
実
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
約
10
年
を
か
け
て
介
護
保
険
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

介護老人保健施設とね
支援相談員

五十嵐　一夫

介護相談室

〈表１〉 利根沼田の高齢化の状況
　　　　　 （群馬県統計課資料　2009年10月）
市町村名

沼田市

みなかみ町

片品村

川場村

昭和村

総人口　

51,268

21,612

4,998

4,037

7,769

65歳以上

13,693

6,888

1,472

1,591

1,979

65歳以上率

26.7％

31.9％

29.5％

39.4％

25.5％


